
◼ 2/20 (火)経営 103-2 企業におけるリスク管理ゼミナール フィードバック  

      
  

＜講評＞ 
 

伊井委員 

企業不正を扱うテーマのため、難しかったかもしれませんが、不正リスクの評価・対応は監査を行う

上で大変重要な観点なので、ぜひ普段の業務でも活かしてください。  

 

   五藤委員 

    ③の事例は M&A によりオーナー会社を連結に取り込む際のリスクとして留意すべき点だと思います。 

    ⑤は「関連当事者との通例でない取引」ですが、こういった取引が発生した際にその合理性を突き

詰めて検討することの重要性を理解してもらえればと思います。 

 

  牧原委員 

   今回の事例の考察で学んだことを現場でも活かしていただければと思います。また様々な不正事例

に触れるようにしていただくと良いと思います。 

 

  小島委員 

    論点や視点を整理しつつ話し合いができていたと思います。まとめや発表についてもチームで協力し

てできていて良かったと思います。論点は概ねおさえられていたので、具体的な細かいルール化など

の話もできるとさらに良かったと思います。 

 

 池端委員 

   難しいテーマでしたが、受験での知識や実務で学んだことを踏まえて良い発表だったと思います。こ

れからも経験を積んで不正を見抜く目を鍛えてください！ 


